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自動車触媒 LaFe0.95Pd0.05O3(LFPO)はこれまでのアルミナの触媒とは異なり、長時間使用し
ても高い触媒活性を維持するという特長を持っている。その理由は排気ガスとの酸化還元反応の
間に、LFPO のペロブスカイト構造中の酸素八面体中心 B サイトに Pd が置換型固溶したり、析
出したりすることによるものである。このメカニズムの効果で、Pd 粒子のサイズは実質変わら
ず、高い触媒活性を維持し続ける。本研究では、そのような自己再生機能で注目を集めている
LFPO の Pd 近傍の詳細な構造や、合成法による違いを解明していくことを目的に行った。 
アルコキシド(alkoxide)法と共沈 (coprecipitation) 法で用意された LFPO(Pd が B サイト
を置換型固溶している状態)を用いて、SPring-8 の BL14B1 で低温の透過型 X 線吸収微細構造
(X-ray absorption fine structure, XAFS)分光法の実験を行った。X 線回折から得られる長周期
構造の情報と異なり、XAFS は任意元素の局所構造の情報を得ることができ、そのため本研究の
ように、微量添加物である Pd 近傍の局所構造を選択的に観察するのに適している。 
図 1 は各合成法の LFPO の約 15K における広域 X 線吸収微細構造(Extended X-ray 
absorption fine structure, EXAFS)振動のフーリエ変換(k=3~14)で求めた Pdの周りの動径構造
関数である。加えて、LaFeO3の B サイトにある Fe を一部 Pd に置き換えた LFPO モデルのシ
ミュレーションに基づき、各ピークに対応するシェルを示してある。図 1 から、alkoxide LFPO
で置換型固溶モデルが本来もっていない※印のピークが見られた。さらに解析を進めていくと、
これは LFPO 中の Pd の数％が金属としての結晶状態を取っていることに起因することが同定
された。またその他の詳細構造解析の結果から、B サイトを占有している Pd の周りの酸素欠陥
の様子や、Pd が分散して B サイトを占有している様子を確認した。詳細は当日報告する。 
 
図 1. 各合成法(alkoxide と coprecipitation)による LFPO の Pd 周りの動径構造関数 
